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結
婚
新
生
活
支
援
事
業

問
埼
玉
県
内
で
は
本
市
だ
け
が
手
を
挙

げ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
に
よ

る
補
助
金
を
活
用
し
た
少
子
化
対
策
で

す
。
経
済
的
理
由
で
結
婚
に
不
安
を
抱
え

る
低
所
得
者
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

結
婚
数
の
増
加
と
鴻
巣
市
へ
の
定
住
促
進

を
図
り
ま
す
。

問
対
象
期
間
及
び
対
象
年
齢
は
。

答
申
請
書
提
出
期
限
は
、
平
成
28
年
4

月
1
日
～
平
成
29
年
2
月
28
日
で
す
。
対

象
年
齢
は
、
夫
婦
の
年
齢
が
平
成
28
年
4

月
1
日
現
在
で
49
歳
以
下
が
条
件
で
す
。

問
夫
婦
の
平
成
27
年
中
の
合
計
所
得
が

３
百
万
円
未
満
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

結
婚
を
機
に
退
職
し
、
現
在
無
職
の
場
合

の
所
得
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
離
職
し
た
次
の
月
に
お
け
る
所
得
に

１２
を
乗
じ
た
額
を
年
間
所
得
と
し
ま
す
。

問
住
宅
補
助
の
対
象
と
す
る
費
用
は
。

答
住
宅
の
取
得
費
用
、
新
た
に
物
件
を

賃
借
す
る
際
に
要
し
た
賃
貸
費
用
や
引
越

費
用
が
対
象
に
な
り
ま
す
。補
助
金
額
は
、

上
限
１８
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護

の
世
帯
で
住
居
手
当
が
、
す
べ
て
出
て
い

る
な
ど
公
的
制
度
に
よ
る
住
宅
補
助
を
受

け
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
拡
大

問
条
例
改
正
の
理
由
は
。

答
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
に
つ
い

て
、
本
年
４
月
の
学
校
教
育
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

義
務
教
育
を
一
貫
し
て
行
う
、
新
た
な
学

校
の
形
態
と
し
て
義
務
教
育
学
校
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
放
課
後
児

童
支
援
員
の
資
格
に
義
務
教
育
学
校
の
教

諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
を
加
え
る
も

の
で
す
。小

規
模
「
通
所
介
護
」
等

の
市
へ
の
権
限
移
管

問
権
限
移
管
の
理
由
は
。

答
地
域
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
い
つ
ま

で
も
在
宅
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
と
い
う

地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
が
あ
り
、
利
用
定

員
18
人
以
下
の
通
所
介
護
事
業
所
等
が
、

小
規
模
で
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
、県
が
指
定・

指
導
す
る
広
域
型
か
ら
市
町
村
が
指
定
・

指
導
で
き
る
地
域
密
着
型
に
移
管
し
た
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

分
室
を
設
置

問
鴻
巣
・
あ
た
ご
・
赤
見
台
第
２
・
大

芦
へ
の
新
た
な
分
室
設
置
に
よ
る
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
増
員
、
利
用
可
能
児
童

数
及
び
整
備
完
成
時
期
は
。

答
支
援
員
の
配
置
基
準
は
、
概
ね
児
童

40
人
以
下
に
対
し
て
２
人
で
あ
り
、
現
在

は
基
準
を
満
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

分
室
が
整
備
さ
れ
た
場
合
は
、
増
員
が
必

要
な
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
１

校
２
教
室
の
改
修
に
よ
る
利
用
児
童
数

は
、
約
60
人
程
度
で
す
。
工
事
期
間
に
つ

い
て
は
、
夏
休
み
に
工
事
を
行
い
、
９
月

か
ら
入
室
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
る

予
定
で
す
。

川
里
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

浄
化
槽
の
修
繕

問
今
回
の
浄
化
槽
水
中
ブ
ロ
ワ
ー
修
繕

の
ほ
か
に
突
発
的
に
改
修
が
必
要
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
部
分
が
あ
る
の
か
。

答
現
在
、
浄
化
槽
水
中
ブ
ロ
ワ
ー
の
ほ

か
に
は
、
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
部
分
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
こ
の
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
大
切
な
場
と
し
て
存

続
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
地
域
の
発
展
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
こ
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
関
係
部
局
を
含
め
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

条例の一部改正条例の一部改正

▪インターネット中継　平成２８年６月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・１,８８５件　　◆録画中継・・３９１件

　平成２８年₆月定例会は、₆月₆日から₆月２２日までの１７日間の会期で開かれ、市長から提出された「平
成２８年度鴻巣市一般会計補正予算（第₁号）」など１２件の議案について、慎重審議し、すべての議案を
原案のとおり可決しました。なお、議員提出議案₂件を上程の上、可決し、請願₂件のうち₁件は採択、
₁件は不採択となりました。

６月
定例会
6/６～6/２２ 審議議案鴻巣市定住促進事業

結婚新生活支援補助金

補正予算

補正予算

補正予算



4

請
　
願

　

議
請
第
４
号　

所
得
税
法
第
56
条
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て（
不
採
択
）

賛
　
成
　
討
　
論

　

地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
業
者

は
、
家
族
の
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
本
の
税
制
は
、
戦
前
の
家
父

長
制
度
に
基
づ
い
て
お
り
、
家
族
従
事
者

の
働
き
分
を
、
必
要
経
費
と
し
て
認
め
て

お
ら
ず
、
家
族
従
事
者
の
働
き
分
は
事
業

主
の
所
得
と
な
り
、
社
会
保
障
や
行
政
手

続
な
ど
の
面
で
弊
害
が
生
じ
て
い
る
た
め

賛
成
し
ま
す
。

反
　
対
　
討
　
論

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
公
平
な

申
告
及
び
事
業
負
担
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
所
得
税
の
申
告
で
は
、
自
ら
に
あ
っ

た
方
法
で
、
白
色
申
告
と
青
色
申
告
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
事
費
排
除

の
原
則
か
ら
、
事
業
と
家
計
が
明
確
に
分

離
さ
れ
て
い
な
い
個
人
事
業
者
に
お
い
て

は
、支
出
と
収
益
、
業
務
と
の
関
係
を
厳

し
く
解
釈
さ
れ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
方
的
な
、
所
得
税
法
第
56
条
の
見
直
し

は
、
今
ま
で
よ
り
も
不
利
益
を
こ
う
む
る

ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
懸
念
が
あ
り
、ま
た
、

合
理
性
が
な
い
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

請
　
願

　

議
請
第
３
号　

国
旗
掲
揚
に
関
す
る
請

願
に
つ
い
て
（
採
択
）

反
　
対
　
討
　
論

　

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
思
想
、信
条
、

良
心
の
自
由
を
侵
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
の
丸
の
歴
史
で
は
、
陸
海
軍
の

旗
印
と
し
て
、
第
２
次
世
界
大
戦
中
、
日

本
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
及
び
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
へ
の
侵
略
戦
争
の
象
徴
で
あ
り
、
日

の
丸
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
民
感
情

が
あ
る
と
考
え
、
議
場
に
掲
揚
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
点
か
ら
、反
対
し
ま
す
。

賛
　
成
　
討
　
論

　

平
成
11
年
８
月
13
日
に
施
行
さ
れ
た

「
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
」
で
、

日
の
丸
が
国
旗
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
日
の
丸
は
侵
略
戦
争
の
旗
印
で
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
と
の
見
解
も
あ
り
ま
す

が
、
現
在
は
自
衛
隊
が
世
界
各
地
に
お
い

て
平
和
維
持
活
動
に
貢
献
し
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
の
丸
を
議
場
に
掲
揚
す
る
こ
と
に

よ
り
、
２
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
戒
め
の
証
と
な
り
、
市
民
の

安
心
・
安
全
を
よ
り
強
く
認
識
す
る
と
考

え
、
賛
成
し
ま
す
。

意
見
書

　

議
員
提
出
議
案
第
４
号

　

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福

祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
（
原
案
可
決
）

決
　
議

　

議
員
提
出
議
案
第
５
号

　

総
合
病
院
の
整
備
に
向
け
た
基
金
の
設

置
を
求
め
る
決
議
（
原
案
可
決
）

次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の
見直しに関する意見書（抜粋）

　次期介護保険制度改正に向けて、軽度者に対する福祉用具貸与等の給付の見直しの検討が行われます。
　現行の介護保険制度による福祉用具、住宅改修のサービスは、高齢者自身の自立意欲を高め、介護者の負担軽
減を図るという極めて重要な役割を果たしています。手すりや歩行器などの軽度者向け福祉用具は、転倒・骨折
予防や自立した生活の継続を実現し、重度化を防ぎ、高齢者の社会生活の維持につながっています。
　仮に軽度者に対する福祉用具、住宅改修の利用が原則自己負担になれば、低所得世帯等弱者の切り捨てになり
かねず、介護保険給付の適正化という目的に反して高齢者の自律的な生活を阻害し給付費増大の恐れがあります。
　以上の理由から次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しにおいては、高齢者の自立を支援
し、介護の重度化を防ぐといった介護保険の理念に沿って介護が必要な方の生活を支える観点から検討を行うこ
とを強く求めます。
　以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出します。
　　平成２８年₆月２２日� 鴻 巣 市 議 会　
　　内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿　　　厚生労働大臣　　塩崎　恭久　殿

総合病院の整備に向けた基金の設置を求める決議
　総合病院の誘致は、多くの市民の願いであり、第二次救急や入院可能な小児医療、分娩可能な産婦人科の設置など
の医療体制の充実を図ることは、市民が安心して暮らすことのできる地域としての医療に対する安心、信頼の確保に
大きく寄与するものである。
　新たな総合病院の誘致は、本市の医療環境の充実だけではなく、県央保健医療圏をはじめ、周辺医療圏を含む地域
医療の充実に資するものであり、その実現が望まれる。
　鴻巣市議会では、平成２７年１２月１８日に「総合病院誘致に向けた決議」を行ったところである。
　本市では、平成２８年４月より新たに「地域活性化特命チーム」を設置し、重要課題である病院誘致の実現に向けた取
組が開始された。
　今後、病院の誘致を進めていく上では、基金を創設して、その活用により、必要な資金を計画的に確保する必要が
あると考える。
　本市議会は総合病院の誘致の実現に向け、総合病院の整備に向けた基金の設置を強く要望するものである。
　以上、決議する。
　　平成２８年₆月２２日� 鴻 巣 市 議 会　


